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春 の訪れを明確に感じられる季節になりました。私の
個人的な感覚ですが、四季の中で最も｢訪れる｣と表

現されることが多い季節が春ではないでしょうか。もちろん、
時節の到来を告げる言葉なので、どの季節でも使われる言葉
ですが、厳しい冬の後に私たちに会いに来てくれる、そんな
思いが含まれている気がします。　　　　　　　　　（中野）

樋 脇支所勤務になり、早いものでもうすぐ一年が経ち
ます。職場環境も大きく変わり、戸惑いの連続でし

たが、たくさんの人に支えられながら無事に過ごすことがで
きました。この一年間で、お世話になった人、出会った人に
感謝の気持ちでいっぱいです。これからも初心を忘れずに、
また新たな出会いに胸を膨らませつつ、頑張っていきたいと
思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（川畑）

やくしょにコール

担当者の声

◎表紙の説明

それぞれの地域で
　　　　太

た ろ た ろ

郎太郎踊り、次
じ ろ じ ろ

郎次郎踊りを奉納
　３月５日（日）、市内の３つの神社で｢太郎太郎踊り｣ ｢次郎次
郎踊り｣がそれぞれ奉納されました。高江町の南

みなみかた

方神社で奉納さ
れた｢太郎太郎踊り｣（表紙右上）は、地元の子どもたちの｢たろた
ろー、うしょひいてけー｣（＝太郎太郎、牛を引いて来い）の掛け
声の中、和やかな雰囲気で行われました。また、久見崎町（表紙下）
の諏訪神社と水引町の射

いすぐる

勝神社では｢次郎次郎踊り｣が奉納されま
した。久見崎町ではアドリブを交えた軽妙な掛け合いで観客の笑
いを誘い、水引町（上記・表紙左上）では火の付いた丸太で害虫に
見立てた観客を追い回す場面もありました。同じ田園劇でも地域
によって雰囲気の違いが楽しめるとあって、悪天候にも関わらず、
多くの観客でにぎわいました。

ユニバーサルデザイン（UD）の考え方に基づき
より多くの人に見やすく読みまちがえにくい
デザインの文字を採用しています。
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。
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児
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す
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し
た
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け
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っ
た
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し
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た
の
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思
う
と
、
痛
い
ほ
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そ
の
辛
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が
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わ
っ
て
き
ま
す
。
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こ
そ
は
、
長
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リ
ハ
ビ
リ
生
活
を
乗

り
越
え
た
杉
内
選
手
の
活
躍
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

（
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
星
・
61
歳
男
性
）

川
内
川
あ
ら
し

皆
さ
ん
、「
川
内
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あ
ら
し
」っ

て
ご
存
じ
で
す
か
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本
市
で
も
、
愛

媛
県
大
洲
市
で
有
名
な「
肱ひ

じ
か
わ川
あ
ら
し
」

に
匹
敵
す
る
珍
し
い
自
然
現
象
を
観
察

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

秋
か
ら
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の
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れ
た
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の
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い
日
、

放
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却
に
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内
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部
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が
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。
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れ
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高
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６
０
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山
山
頂
の
展

望
所
か
ら
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の
絶
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見
下
ろ
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が
で
き
、
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内
河
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大
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の
上
で
は
、

そ
れ
を
体
感
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

当
地
区
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ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
に
問

い
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せ
い
た
だ
け
ば
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生
予
想
を

お
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え
で
き
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す
。
Ｙ
０
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
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（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
）に
も
、
同
氏
が「
川

内
川
あ
ら
し
」の
動
画
を
ア
ッ
プ
ロ
ー

ド
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
市
の
隠
れ
た
名
所
・
観
光
地

に
な
れ
ば
と
、
地
区
住
民
の
間
で
は
期

待
が
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ

い
。（

水
引
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
）

献血にご協力ください

【時】＝４月25日（火）　９時30分～11時45分
　　　　　　　　　   13時～16時
【所】＝川内文化ホール
【問合先】＝市民健康課予防グループ（川内保健センター内）

（22）8811 　近所の林にヤマシギの姿を見つけました。
　近隣の自然が目に見えて減ってきている現
在、彼らの安住の地が奪われなければいいの
ですが…。
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８ ９ ５　８　６ ５　０郵 送 の 際 は

52 円 切 手 を

貼 付 く だ さ

い。

住　

所

氏（
フ
リ
ガ
ナ
）名

電
話
番
号

ペ
ン
ネ
ー
ム

年
齢　
　
　
　
　

歳　
　

性
別　

男
・
女 　

行

　５月号に掲載された方から、
男子バレーボールチーム・パナ
ソニックパンサーズのサイン入り
色紙を１名にプレゼント。
　その他、掲載された方には、
竹ノート（Ａ５版）を贈ります
（当選の発表は、発送をもって
代えさせていただきます）。

プレゼント

題
名｢

ヤ
マ
シ
ギ
」

（
ス
ヌ
ー
ピ
ー
の
耳
・
53
歳
女
性
）

（
あ
さ
ぎ
り
“ほ
っ
と
”
ル
ー
ム　

宮
崎
町
）

　地域交流スペース｢あさぎり“ほっと”ルーム｣
では、毎週金曜日、料理やお茶をしながら交流
を楽しんでいます。多いときには 20人ほどが
集まり、健康寿命を延ばすことを目的に、気楽
に「ほっと」した時間を満喫しています。

楽
し
ん
で
ま
す
♪


